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［事案 2025-192］損害賠償請求 

・令和 8年 4月 24日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 保険会社の発送した契約書類が誤配達されたことを理由に、損害賠償を求めて申立てのあっ

たもの。 

＜申立人の主張＞ 

 令和 7年 7月に契約した組立型保険について、以下の理由により、債務不履行にもとづく損

害賠償または不法行為にもとづく損害賠償として、既払込保険料と解約返還金の差額相当額を

賠償してほしい。 

(1) 本書類は、告知内容、生年月日、口座情報などの極めてセンシティブな情報を含むもので、

このような重要書類を普通郵便で送付し、誤配達を生じたことについて保険会社に過失が

ある。 

(2) 保険会社は、令和 7年 7月に誤配達の事実を把握していたにもかかわらず、保険会社から

契約者に対して通知を行わなかったことは、報告義務違反に該当するものである。 

(3) 保険会社の一連の対応により、自分と保険会社との信頼関係が破壊され、契約の継続が困

難になり、本契約を解約した。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)本書類には個人情報保護法 2 条 3 項の「要配慮個人情報」は含まれておらず、不正に利用

されることで財産的被害が生じるおそれのある個人情報も含まれていない。 

(2)普通郵便による郵便物の誤配達を予見することはできず、普通郵便を利用することが保険

会社の過失を構成するものではない。 

(3)本書類に個人情報保護法施行規則 7 条の情報は含まれておらず、保険会社が誤配達につき

申立人に通知する法的義務はない。 

(4)保険会社は、同年 8月に、郵便局に対して、申立人に直接謝罪をするよう依頼したうえで、

本書類の再配達を依頼した。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、本件の経緯等を把握するた

め、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


